
２．２年保育４歳児１児

高本洋

Ｉ児は２年保育児である。４月当初から、忍者服に着替えて基地をつくったり、ままご

と遊びをしたりと、友達と一緒に遊ぶ姿が見られた。特に同じ２年保育児のＬ児、Ｍ児ら

と一緒に遊ぶことが多く、Ｉ児が２人に声をかけたり、遊びをリードしたりすることが多

かった。しかし、その中で、自分の思いを相手に押し付けたり、相手が思い通りにならな

いと叩いたりするような行動も見られていた。これらの行動の裏には、友達と一緒に遊び

たい、仲間に入りたいという思いがあるように感じられた。もっと、その友達と一緒に遊

びたい気持ちを素直に表現してほしい、その上で相手の気持ちを考えて行動してほしいと

願いをもち、Ｉ児の姿を追うことにした。

朝、火屋 Ｄ保育室０９
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朝、登園した幼児から着替えをしていたときのことだった。保育室の入り口で、Ｖ

児が大声で泣く声がした。

教師「どうしたの？Ｖ児〈ん」

Ｖ児「わあああああん」（ずっと泣いている）

教師「Ｖ児〈ん、どうしたのかなあ？」

周りを見渡すと、Ｗ児、Ｘ児、Ｙ児らがじ－つと様子を見つめながら立っていた。

Ｖ児と仲良しのＷ児が言った。

Ｗ児「Ｉ児〈んが押したの．．」

教師「え つ 、 I児〈んが押したの？」

Ｗ児がコクッと頷いた。

教師「Ｖ児〈ん、そうなの」

Ｖ児「ひつく、ひ つ 〈、うん、ひ つ 〈．．」

泣くのをこらえてＶ児が答えた。Ｉ児は、というと、Ｌ児と２人で保育室内を走り回

っていた。

教師「まだ着替えていない人は着替えましょ

おいで」

I児「は_い、着替えま_す」

￣

７ ０ Ｉ児くん、Ｌ児〈ん、こ

教師「はい、いい返事です。でもちょっとこっちおいで」

つ ち

事例１「だってこいつ、じゃまだったもん」４月２４曰（月）



I児とＬ児が教師に近づいてきた。

｢着替えをすることはわかっているね。追いかけっこも着替えてからね。

ところで、Ｖ児〈んが泣いているんだけど知らない？」

｢知らな_い」

｢Ｌ児〈んは？」

｢さっきＩ児〈ん叩いてたよ」

｢叩いてねえわいや。押しただけや」

｢えっ、Ｉ児〈ん押したの？」

｢だってこいつ、じゃまだったもん」

にいつじゃなくてＶ児〈ん。しかも、じゃまだったってどういうこと？」

｢ここ通りたかったもん」（保育室の出入り口を指差して）

｢はあ、なるほど。入り口にＶ児〈んがいたから、通れなかったんだ。

でも、だからって押すのはどうかなあ」

「・・・・」

｢だめだ.と思う.．.」

「Ｌ児〈んはどう思う？」

｢だめ．．」

「Ｉ児〈んはどう？」

「う－ん」

「Ｖ児〈んがこれだけ泣いているってことは痛かったってことだよ・ね、

Ｖ児〈ん」

「うん」

「ごめんね」

｢いいよ」

「悪いと思って謝れたことはＯＫね｡でもＩ児〈んもう一つ。最初にＩ児

〈ん、Ｖ児〈んが泣いていること知らないって言ったでしよ。でもちゃ

んと知ってたよね。そこは、正直に言わなくちゃダメだよ」

「うん」

教師

Ｉ児

教師

Ｌ児

Ｉ児

教師

Ｉ児

教師

Ｉ児

教師

Ｉ児

Ｗ児

教師

Ｌ児

教師

Ｉ児

教師

児
児
児
師

Ｖ
Ｉ
Ｖ
教

I児

その後、ようやく着替え始めた。
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＜かかわり＞

①押されて泣く

⑤計

②

③

④

○社会的側面の学びの様相

感じたこと直接体験 学んだこと

Ｖ児を押した じゃまだから押しただけ

なのに何で悪いんや

･友達を押すの

はよくない

こと.「知らな－い」とごまかした
･押すのはやっぱりダメか

自分の都合（じゃまだった

から押したこと）を訴えた

･友達に痛い

いをさせた

ら謝ること

.ごまかすことはよくない

ことなんだ

友達に押すことはダメと言

われた ごまかしては

いけないこ

と教師に、正直に言わなくち

ゃダメだといわれた

○環境の構成について

朝は、鞄等自分の持ち物を所定の場所に収納した幼児から運動着に着替えを始める。朝は、鞄等自分の持ち物を所定の場所に収納した幼児から運動着に着替えを始める。その中

で個人差が出てくる。朝９時に着替え終わって遊び始める子もいれば、９時半過ぎてもまだの

んびり着替えている子もいる。それぞれが自分のペースで、自分の思いで過ごす時間が保障き

れていることで、トラブルが起きたときに互いの思いを聞き合う時間も保障できる。また、佃

に任きれている時間でもあるため、今自分はどうするべきかを考えきせる場にもなる。

－２８－



○教師や友達のかかわりについて

Ｖ児が泣いていることなどお構いなしに走り回っていたので、どうしてＶ児が泣いてい
るのか事実の確認をした。Ｉ児は「知らない」とごまかしたが、一緒に走り回っていたＬ
児や、近くにいたＷ児らは、「Ｉ児が押した」という事実を口にした。Ｉ児がごまかそうと
しているように感じられたので、すかさず理由を聞き、ざらに押すという行為について考
えきせた。その時も、Ｌ児とＷ児は「押すのはだめ」と答えたが、Ｉ児は何やらはっきり
しない様子だった。そこで、Ｖ児に押きれて痛かったことを確認したところ、Ｉ児から「ご
めんね」という言葉が聞かれた。謝ることができたことは認めながらも、ごまかしてはい
けないことを伝えた。

○今後に向けて

Ｉ児は、自分に都合の悪いことをごまかそうとすることがよく見られる。今後、自分の
やったことに向き合い、事実を受けとめることができるよう援助をしていきたい。

本事例において、Ｉ児がはっきり答えない姿を、ごまかしていると捉えてかかわってき
たが、後で考えるとＩ児の中には、「押したからって泣くことないやん」という気持ちがあ
ったのかもしれない。.確かにＩ児にしたら「それほど強く押したつもりはないのに..」

くらいの気持ちをもっていたと思われる。実際、Ｖ児が痛かったことがわかると素直に謝

ることができている。教師が泣いた現象にとらわれすぎて、Ｉ児に偏ったかかわりをして

しまっていたのではないかと反省している。今後は、対等な関係を意識したかかわりを心

がけていきたい。

５１Ⅱ

，

，

７ 可ﾛ
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事例２「・・・・・・・」５月２４曰（水）



と返事をしながらも滑り続けていたので、手を引っ張って引き寄せた。

Ｌ児「Ｌ児何もしてないよ」

教師「先生も何も言ってない！何もしてないのはわかった。でも何か言ったでしよ」
Ｌ児「Ｉ児がバカって言った」

教師「Ｉ児〈んがバカって言ったの？どうして」

Ｉ児「だってこいつ転んだから」

Ｍ児「バカって言う者がバカねんよ」

教師「そう・・・かもしれないけど、そんな、友達に対してバカって言うのは失礼です。

言っちゃいけない言葉！」

Ｉ児「・・・・・」

教師「Ｉ児〈んはバカって言われてうれしい？」

Ｉ児「ううん」（首を横に振る）

教師「Ｌ児<んは？」

Ｌ児「いやだ」

教師「じゃあ、もう絶対言わないで」

Ｉ児.Ｌ児「はあ_い」

教師「さっき言ったんだから謝りなさい」

Ｉ児．Ｌ児「ごめんなさい」

Ｍ児「・・・・・」

教師「Ｍ児〈ん、許してくれてないよ。あれっ、もしかして今曰だけじゃないの」

Ｍ児「うん、いつもバカって言ってる」

教師「そうか、いつも言ってるから許せないんだね。どうする、Ｉ児〈ん、Ｌ

児<ん」

Ｉ児.Ｌ児「・・・・．．」

I児とＬ児が顔を見合わせて少し笑った。

「全然ごめんなさいｃやない。どうして笑うの。そんなんだから、Ｍ児〈

んが許したくないんでしよ」

L児「・・・・…」（やっと深刻な顔になった）

「今、やっと２人とも反省している顔になりました。これなら許せそう、

Ｍ児〈ん」

「うん」

「はい、じゃあ２人とも、約束やよ・」

教師

Ｉ児

教師

Ｍ児

教師

その後、また３人で滑って遊ぶ姿が見られた。
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＜かかわり＞

③謝る

①「バカ」と言った
Ｌ児

I児Ｍ児

④

;泉

｢バカ

てる

即
ひ
つ

つ一一一百
い
て

ｏ
っ

○社会的側面の学びの様相

感じたこと 学んだこと直接体験

土の上を滑って遊んだ 滑って遊ぶのは楽しい

･相手の立場に

立つこと

･真剣に謝らな

ければ許し

てもらえな

いこと

･泥をかけた

．「バカ」と言った

．「バカ」と言われたらど

うか考えた

･謝ったけど許してもら

えなかった

．顔を見合わせて笑った

自分はバカといわれたら

嫌だ

どうして許してもらえな

いんだろう

ふざけていたら叱らてし

まった

○Ｉ児の育ちについて

日頃から友達に対しての言葉遣いが悪く、｢嫌なこといわれた」と訴えにくる友達も多い。

その都度、相手の気持ちを聞くことで謝ることはしているが、今回はＭ児がなかなか許し

てくれなかった。しかし、それに向き合おうとはせず、笑ってごまかすような態度が見ら

れた。教師が強く諌めることでようやく深刻に受け止めることはできたが、まだまだその

場きえ過ぎればいい、ごまかそうとする態度が見られる。友達や教師とのかかわりを通し

て、一つずつ、相手の気持ちを知ることや、してはいけないことを確認することを経験し

ているところである。

－３１－



○環境の構成について

園庭の土や赤土のほかに、黒土（荒木田土）が園庭に環境としてあったことで、今回の

遊びは始まった。水にぬれるとぬるぬるして滑りやすくなる黒土の性質を活かした遊びが

繰り広げられた。また、場所も－人がすべることができるスペースしかなかったため、－

人ずつ交代で滑るルールができ、その中でＭ児が滑って転んだ姿を見て「バカ」といった

ことをきっかけに、今回のかかわり合いが生まれた。

○教師や友達のかかわりについて

まず、お互いの思いを聞く場を設定した。そこで「バカ」という言葉について、３人に

考えぎせた。３人とも、「言われて嫌な言葉」「言ってはいけない言葉」という認識はもっ

ているようであった。それによって謝ったが、Ｍ児が許してくれなかった。そこで、「あれ

っ、もしかして今曰だけじゃないの？」と問いかけた。その切り返しにより、Ｍ児から「い

つも言っている」という言葉を引き出すことができ、だから許せないということをＩ児ら

に感じさせることができた。それまでＩ児らは「はあ_い」と軽い返事をしたり、顔を見

合わせて笑ったりといった態度が見られていたが、この切り返しと、さらに教師の諌めに

よって、事を深刻に受け止め、ただ謝っても済まされないことや、ごまかしがきかないこ

とを感じることができたと思われる。

○今後に向けて

Ｉ児は、今回のように、自分のやったことを笑ってごまかそうとしたり、向き合おうと

しなかったりするような態度が見られることが多い｡今後､自分のやったことを受け止め、

向き合うことができるよう援助をしていきたい。
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事例３－②「ねえＬ児、ここどうするが」 ６月２６日（月）

今曰もＩ児は虫かごを手に持って虫とりに出かけていた。つかまえたダンゴムシを

教師に見せに来た時､テラスのマルチパネの基地の方を羨ましそうに眺めていたので

声をかけた。

｢Ｉ児〈ん、マルチパネしたいのならすれば？」

｢う-ん・・・」

｢どうしたの？」

｢だってＬ児が入ったらダメって言うもん．．」

｢えっ、Ｌ児〈んに入ったらダメって言われたの？・・・そうなんだ｡」

「・・・・・」

｢それで、Ｉ児<んはダメって言われたから、しないの？」

「・・・・・」

｢Ｉ児〈んは別にしたくないの？」

｢したい！」

｢じゃあすれば？」

｢だってＬ児がダメって．．・・・・」

｢ねえ、Ｉ児〈ん。Ｌ児〈んは何でダメって言ったのかな？」

教師

Ｉ児

教師

Ｉ児

教師

Ｉ児

教師

Ｉ児

教師

Ｉ児

教師

Ｉ児

教師

－３３－
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事例３－①「うん…今曰は虫つかまえる」６月２３曰（金）



｢知らない」

｢じゃあ、何でか聞いてみたら」

｢う－ん」

｢先生も一緒についていってあげるから」

｢うん！」

Ｉ児

教師

Ｉ児

教師

Ｉ児

急に明るい表情になって動き始めた。マルチパネの基地では、

Ｑ児、Ｐ児らが声をかけ合いながら２つの基地をつなげていた。

るＬ児にＩ児が声をかけた。

Ｌ児、Ｏ児、Ｔ児、

基地の上に登ってい

｢Ｌ児〈ん、入っていい」

｢ダメ！」

｢何で？」

｢何ででも！」

｢ねえＬ児〈ん1や何ででも！Ｄ鞄理;由がわからないよ。Ｉ児〈んは何で？

って聞いてるんだから、何でダメなのか、教えて？」

｢だってＩ児〈ん、すぐ威張るもん」

｢そうなんだ、Ｉ児〈ん威張っているの？」

｢えっ、そんなことないよ」

｢うそつくな。いつも命令するがいや」

「・・・・」

｢はあ、なるほど、Ｌ児は、今曰みたいにみんなでマルチパネで遊んでい

るときに、Ｉ児〈んが命令するのが嫌なんだ」

｢うん」

｢それじゃあ、Ｉ児､〈んが威張ったり命令したりしなかったらいいの？」

｢うん」

｢Ｉ児くん、わかった？」

｢うん…・・ねえＬ児〈ん、ここどうするが」

｢この上にもう一つ乗るところつくるぞ」

児
児
児
児
師

Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
教

Ｌ児

教師

Ｉ児

Ｌ児

Ｉ児

教師

Ｌ児

教師

Ｌ児

教師

Ｉ児

Ｌ児

Ｉ児 ｢お_」

この後、Ｌ児主導の下、基地づくりが続いた。

完成した後、組み立てたマルチパネの上で２人

で纏を振る姿が見られた。 欝
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＜かかわり＞

ソ

④

理由を明稲
②

①「入つ
って ③

ん」⑤ る１

⑥「命令が蝿

教師

○社会的側面の学びの様相

直接体験 感じたこと 学んだこと

・ダメって言われたからで

きない。どうしよう。寂

しい

．本当はマルチパネで遊び

たいんだけどなあ

･先生が一緒に来てくれる

なら聞いてみよう

.どうしてダメなんだろう

.命令したり、威張ったり

するのが嫌だったんだ

．Ｌ児が何をしたいのか聞

いてみよう

．一緒に遊べてうれしいな

．Ｌ児に「入ったらダメ」

と言われた

.虫とりをした

･先生と一緒にダメの理由

をＬ児に聞いた

.理由を聞いたら原因が

わかった

.Ｌ児の思いを聞いた

．一緒に遊ぶことができた

･仲間に入れて

もらえない

寂しさ

･先生が味方に

なってくれ

た安心感

･相手の思いを

受け入れる

こと

･友達と一緒に

遊ぶ楽しさ

○Ｉ児の育ちについて

Ｉ児は発想や行動が面白く、これまでもよく遊びをリードしてきた。しかし、自分の思

い通りに遊びを進めようとするところがあり、特によく一緒に遊んでいるＬ児やＭ児には、

自分勝手だとか乱暴だという印象を与えていた。実際に自分の思い通りにならないと手が

－３５－



出ることも度々あった。

本事例では、Ｌ児に拒否きれたことで、どうしようか悩むＩ児の姿を取り上げた。これ

までは、友達に断られたり、自分の思いが通らなかったりすると、相手を叩いて泣かせた

り、強引に場に入ったりして、困った友達が教師に訴えに来るということがよくあった。

しかし、今回は、Ｌ児につかみかかってトラブルになるのではなく、Ｉ児なりに落ち込ん

だり、虫とりをして気を粉らわせたり、理由を間いたりと、Ｉ児なりに考えた行動が見ら

れた。

○環境の構成について

マルチパネという構成遊具は大型で、組み立てると独自の空間をつくり出し、仲間意識

を生みやすい場となる。Ｉ児はこれまでも友達がつくった遊びの場であっても、自分が入

りたいと思ったら、勝手に入ることがよくあった。そしていつの間にかその場に上手く合

わせて遊び出すこともよくあった。しかし、ここ数曰マルチパネを組み立てた場では、そ

こに集っているメンバーが仲間意識をもっており、あとから入るときには伺うことが暗黙

のルールになっていた。

○教師や友達のかかわりについて

虫とりをしてはいたが、いつもの元気なＩ児らしさがなかったので声をかけた。話を聞

いてみると、いつも一緒に遊んでいたＬ児に断られたことがショックだったようだ。これ

までも友達に断られた経験はあったが、それをまるごと受け入れたのは、このときが初め

てである。仲良しのＬ児に言われたからこそ、悩んでしまったのだろう。しかも、事例３

－①にもあるように、このような姿が３日続いていたので、話を聞いてすぐ、理由を聞い

てみようと誘いかけた。最初は祷躍していたが、教師が一緒についていくことを伝えたこ

とで、心強く感じたようである。

Ｉ児とＬ児のやり取りは、できるだけ２人に任せて見守ろうと考えていたが、Ｌ児の方

がＩ児を受け入れる気持ちになっていなかったので､仲立ちをすることにした｡その結果、

「入ったらダメ」の理由を知ることができた。話を確認しながら、Ｉ児の思いだけではな

く、Ｌ児の思いにも共感することで、お互いの気持ちも和らいできたのではないかと捉え

ている。最後はＩ児がＬ児の気持ちを推し量りながら言葉を発して入り、一緒に遊ぶこと

になったが、遊びの場に入るときのルールについて、もっと明確にしておく必要があった

と反省している。

○今後に向けて

本事例において、Ｉ児とＬ児の２人のやりとりを重視しすぎてしまったことを反省した。

他にも何人かの友達が一緒に遊んでいたので、このような場合、一緒に遊んでいる友達に

も声をかけ、話し合いに巻き込むことで、客観的な見方ができたり、より相手を受け入れ

たりできるのではないかと考える。

－３６－
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事例４「もういい。許す＿ 11月１４曰（火）



「Ｑ児〈んは、わざとぶつかってきたの？」

「違う！」

「わざとじゃないってことは、わかってるんだ」

「うん。でも、許さん・・・」

「どうして？わざとじゃないんでしよ。

あっ、もしかしてＱ児〈んは、ぶつかったのに謝ってないの？」

「ううん、ごめんって言った」

「そっか、ごめんって謝ってくれたんだ」

「・・・・・」

「ごめんって言っとれんし、許してあげたら」

教師

Ｉ児

教師

Ｉ児

教師

Ｉ児

教師

Ｉ児

Ｕ児

近くにいたＵ児が口を開いた。

｢Ｕ児〈んもぶつかったところ見てたの？」

｢うん。Ｑ児〈んがＩ児〈んにぶつかって、Ｉ児〈んが転んだけど、Ｑ児

〈ん.すぐごめんって言ってたよ」

教師

Ｕ児

Ｑ児が心配そうにＩ児の顔を見つめている。教師が２，３回、Ｉ児とＱ児の顔を交互

に見ていると、

I児「もういい。許す」

というＩ児の声がした。Ｑ児がほっとした表情になった。

｢Ｉ児〈んえらいね。自分が痛い思いしたのに、お友達を許せるって素敵

な心だね」

｢うん」

｢Ｑ児〈んもえらいね。わざとじゃないけどぶつかったから、謝ったんだ

ね｡」

教師

Ｉ児

教師

Ｑ児は頷き、ｏ児らと一緒に的づくりの続きを始めた。

｢あっ、Ｉ児〈んにもう一つお話。先生はＩ児〈んの強い心も見つけたん

だけど。Ｑ児〈んがぶつかってきたときに、Ｉ児〈ん叩いたり蹴ったり

すること我慢できたでしよ。それって心が強くなった証拠だよ」

｢うん」

教師

I児

I児は照れくぎそうに返事をし、再びみんなと一緒にブロックの的をつくり始めた。

－３８－



＜かかわり＞

⑥

①

②④「

⑧

③房
⑤

⑦ ,

⑨｜素勵

○社会的側面の学びの様相

感じたこと 学んだこと直接体験

.痛いなあ

･許さないぞ

.ぼくはやられたんだ

Ｑ児がぶつかってきた

教師に訴えた

わざとじゃないけど許せ

ないなあ

ごめんは言われたけど許

せないなあ

Ｕ児は許したほうがいい

と思ってるんだ

･相手を許すこ

と
･教師と話をした

Ｕ児に許すよう進められ

た ･我慢すること

Ｕ児と教師の話を聞いた

許してもいいかな

Ｑ児を許した

許すことって大事なんだ

我慢もできたぞ教師にほめられた

○Ｉ児の育ちについて

Ｉ児はこれまで、相手にぶつかられたり自分の失敗を笑われたりすると、その相手を叩

いたり蹴ったりすることがよくあった。本事例では、Ｑ児がぶつかってきたことに対して、

そのような行動をとらずに、「許さない」という言葉を残し、その場を去った。手を出さ

ずに我慢できたというところに、Ｉ児の変化が見られる。

－３９－



○環境の構成について

テラスには、天井の柱にくくりつけて吊り下げたロープが２本設置してある。保育室か

ら出てすぐぶら下がることができるため、人気の場になっている。また、そこは４歳児だ

けの空間となっており、自分たちで遊びを創り上げることができる場になっている。

○教師のかかわりについて

今回の事例では、Ｉ児が訴えに来た出来事を教師が近くで見ていたので、その出来事を

教師が知っているという前提でのかかわりであった。Ｉ児がＱ児に「許ざない」という言

葉を残してその場を去っていたので、何とか許す気持ちをもたせたいという思いをもって

かかわった。そこで、まず、何が許せないのかを探りたいと考え、Ｉ児の思いを聞くこと

にした。「ぶつかられて痛かった」というＩ児の気持ちを受け止めながら話を聞いたが、

許せない理由がなかなか聞けなかったので、「わざとではないこと」と「Ｑ児が謝ったこ

と」の２つをＩ児が認識しているかどうかを確認することにした。その結果、どちらも認

識していたので、よりいっそう許す気持ちをもたせたくなった。ちょうどそこへ、Ｉ児と

Ｑ児のやり取りを見ていて、Ｉ児と教師の会話も聞いていたｕ児が「許してあげたら」と

声をかけたので、教師もその話に乗り、Ｕ児の意見を求めることにした。第三者のＵ児を

かかわらせることで、Ｉ児の気持ちに変化をもたらすことができた。また、本事例では、

最後にＩ児の行動を評価したが、この時期のＩ児には効果があったと捉えている。あなた

のここはいいよ、ここはだめだよということを、一つ一つ評価していくことが大切である。

○今後に向けて

本事例では、第三者をかかわらせることで、Ｉ児の気持ちに変化をもたらすことができ

た。ただ、前回の事例３同様、他にも何人かの友達が一緒に遊んでいた場での出来事だっ

たので、もっと他の幼児らの話も聞いたり、意見を求めたりすることが必要だったと反省

している。

また、評価についても、教師に認められるための行動になっては困るので、常に教師が

していくのではなく、徐々に友達同士で評価ができるようにしていく必要があると考えて

いる。

ソ） 和0

ＴＩ

ＴＩ

－４０－

Ｉ児とＬ児がマルチパネで基地をつくり、その基地の上に登ったり、基地の上から

ツ トに飛び降りたりして遊んでいた。

しばらくすると、Ｉ児が「Ｌ児に押されてマルチパネから落ちて頭を打った」と訴

に来たので、Ｌ児を呼び、２人に話を聞くことにした。

教師「お話聞かせて」

「

事例５「そうや、いつもじゃないよ」１１月３０曰（木）



｢Ｌ児〈んに落とぎれて頭打った」

｢だってＩ児〈ん、蹴ってきたもん」

｢なんでって、Ｌ児〈んが登ったらダメって言うもん」

｢だってＩ児〈ん邪魔するもん」

｢だからって押したら危ないやん」

「・・・・・」

｢そうだね、Ｉ児〈ん押されて落ちちゃったもんね」

「うん・・・痛かった.・・・」

｢押すのは良くなかったね」

｢口で言ってくれたらよかったのに．．」

｢だっていつも蹴ってくるもん」

児
児
児
児
児
児
師
児
師
児
児

Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
教
Ｉ
教
Ｉ
Ｌ

近くで遊んでいるＯ児が先程からこちらの様子を伺っていたので、そちらをチラシ

と見ながら、そこまで聞こえるくらいの大きさの声で言った。

｢えっ、Ｉ児〈んいつも蹴ってるの」

｢いつもじゃないよ」

教師

Ｏ児

Ｏ児が口を挟んできだ。

｢そうなの？Ｏ児〈ん」

｢うん、いつもじゃないよ。仲良く遊んでいることもあるよ」

｢へえ、そうなんだ｡」

｢そうや、いつもじゃないよ」

「・・・・・」

教師

Ｏ児

教師

Ｉ児

Ｌ児

しばらく沈黙が続いた後、ずっと下を向いてきたＬ児が顔を上げ、口を開いた。

｢Ｉ児、お前、空手やめるよ」

｢えっ？嫌や１だって一回やめたら、次また始めるのはダメってお父さんに

言われたもん」

｢それなら、蹴るのやめてくれや。お前蹴るの強すぎるから・・・」

｢そうか？」

｢Ｉ児〈んは人を蹴るために空手習ってるの？」

｢いや、強くなるためや」

｢人を蹴るのが強いってことなの？」

児
児

Ｌ
Ｉ

Ｌ児

Ｉ児

教師

Ｉ児

教師

－４１－



｢違う！」

｢それが分かったらＬ児〈んは安心？」

｢Ｉ児、お前どこで頭打つたんや？」

｢ここや」

Ｉ児

教師

Ｌ児

Ｉ児

そう言いながら、２人でテラスに出て行った。

｢ほんなに強く俺押したか？」

｢雨で濡れてたら、滑ったりバランスを崩したりすることもあるかもね」

｢そうか、ごめんな」

｢いいよ。おれも蹴ってごめん」

Ｌ児

教師

Ｌ児

Ｉ児

その後、また一緒にマルチパネの上に登って遊んでいた。

＜かかわり＞
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○社会的側面の学びの様相

感じたこと 学んだこと直接体験 ←

痛いなあ

Ｌ児ひどいよ

.Ｌ児に押されてマルチパ

ネから落ちた

・教師に訴えた

･蹴った理由を話した

．「いつも蹴ってくる」と

Ｌ児に言われた

．「いつもじゃないよ」と

Ｏ児が味方をしてくれた

．「いつもじゃない」ことを

主張した

確かに自分も蹴ったけど

理由があるんだ

いつも蹴ってるかなあ

Ｏ児くんていい奴だなあ

Ｏ児〈んはおれのことわ

かってくれているんだ

空手はやめたくない

強くなるために習ってる

んだ。

蹴ったらいけないんだな

あ

蹴らないように気をつけ

るぞ

Ｌ児が謝ってくれた。ぼ

くも蹴ったこと謝ろう。

･友達が味方を

してくれる

心強さ

お互いに謝っ

た後の心地

よさ．「空手やめるよ」とＬ児に

言われたので断った

．教師に、空手を習ってい

る理由を聞かれ、答えた

.Ｌ児とお互いに謝った

○Ｉ児の育ちについて

Ｉ児とＬ児のトラブルはこれまでにも何度もあった。これまでは、お互いに自分がされ

たことを言い合うだけで、なかなか向き合ったり相手の思いを受け入れたりすることがで

きなかった。そのため、教師が代弁したり仲介したりすることが多かった。本事例でも言

い合う場面もあるが、後半は教師の代弁等なしでお互いの思いを聞き合ったり、謝り合っ

たりする姿が見られた。

○環境の構成について

マルチパネの場は、複数の友達が集う場になっている。そして、その場で、遊びの約束

やルールがつくられている。今回は、その約束を知らないＩ児が無理矢理入ってきたこと

で、Ｌ児がダメ出しをし、ダメ出しをされたＩ児がＬ児を蹴り、蹴られたＬ児がＩ児を押

したというトラブルが起きた。

○教師や友達のかかわりについて

本事例では、第三者のＯ児が大きな役割を果たしている。最近、Ｉ児やＬ児と一緒にマ

－４３－



ルチパネの場で遊ぶことが多いＯ児が、Ｌ児の「いつも蹴っている」という言葉に対して、

「いつもじゃないよ」と事実を伝え、さらに「仲良く遊んでいることもあるよ」と付け加

えてくれたことによって、Ｉ児は安心して「そうや、いつもじゃないよ」という言葉を発

することができた。ｏ児が自分の味方をしてくれたことが、Ｉ児にとって心強く感じたの

であろう。その際、こちらの様子を気にしながら近くで遊んでいたｏ児に聞こえるような

大きさの声で「いつも蹴っているの？」とＯ児を意識した言葉を発したことで、ｏ児に話

をしてもらうきっかけになった。

後半はいきなり空手の話になったが、Ｌ児にとってＩ児はやはり強い存在であり、蹴る

ことをやめてほしいという思いが感じられた。そこでＩ児には、空手のことや強さについ

て考えさせるような聞き方をした。それにより、人を蹴るための空手ではないことが確認

できた。それがＬ児にも安心感を与える結果となり、お互いに謝ることにつながったと思

われる。

○今後に向けて

11月後半あたりから、Ｏ児がＩ児に対して、はっきり言うようになってきた。今回のよ

うに味方をすることもあるが、好き勝手するＩ児に対して断ったり、注意したりすること

もよくある。Ｉ児自身、Ｏ児らと一緒に遊びたいという気持ちがあるようだが、受け入れ

てもらえないこともよくある。今後はＩ児とＯ児らとのつながりを意識して援助をしてい

きたい。

H、Ｃ ソ）列(ｓｏ ｏｒｍＩｎ

乳の＝

０児が木０ゾ）;、

〔）1,Ｆ の）やめて。

－４４－

事例６「水も つ てきたよ ￣－

」１月２６曰（金）



｢池ができたよ」

｢こっちは川になったぞ」

｢川に桃がザンブラコと流れてきましたあ」

｢それ桃太郎じゃいや」

｢そうだ、桃太郎の家をつくろう」

｢じゃあこれ鬼が島ね」

児
児
児
児
児
児

Ｕ
Ｍ
１
Ｍ
１
Ｕ

そんな会話をしながらＩ児は少し離れたところに桃太郎の家を土でつくりはじめた。

｢鬼が島になったの？」

｢うん、今目つけてる」

｢先生こつち桃太郎の家だよ。この川α

じいさんがいました・・・」

｢おっ、桃太郎のお話が始まりそうだな」

教師

Ｏ児

Ｉ児 この川の近くにおばあさん、 このへんにお

教師

そこへ、Ｌ児がやってきた。

｢何つくつとるん？」

｢桃太郎の村」

｢変なの_」

｢Ｌ児〈ん、こっちｌ

｢あ－，鬼が島や」
児
児
児
師
児
師
児
児
児
児

Ｌ
Ｉ
Ｌ
教
Ｌ
教
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｉ

「Ｌ児〈ん、こっちとつながってるんだよ」

「あ－，鬼が島や」

「そうそう。だからＩ児〈ん、桃太郎の家をつくることにしたんだよね」

「うん。この桃太郎の家から、鬼が島に行くげんぞ」

「おもしろそ-．俺キジになる_」

「｣)も－もたるさん、ｉ()_もたるさん」

Ｌ児.Ｕ児、おこしにつけた－，きびだ－んご_、・・・・・・.」

みんなで歌いながら、桃太郎の村や鬼が島をつくり続けた。
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＜かかわり＞
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（①一緒に木を植えて遊んでいるｲ中間ｉｉ
ｉ③桃太郎の村を

:□いている仲㈲’＠④④’１＠℃己の □①
③届 でいる

こ)ＣＣＤ
⑤話

’

'
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②「俺水持ってくる」
●●●

甲●●●●●●与ら==●==■●●００●〔ﾆｺﾞﾆﾆﾆﾆﾆﾆﾆﾆ●●●=二⑰●仁ﾆﾆﾆﾆｰｰｰ =舍舍＝ﾆﾆﾆﾆﾆﾆ一二二===含ニニーニニー■●●●Ｃ●■

④ になったの？」

のお話始まりそうだね」
からつくること｜

したんだよね」

よさを認める

⑦
⑥｢こっちとつな

■■■■■■■■－－－■■■－■■■‐－－－－－

教師

○社会的側面の学びの様相

感じたこと直接体験 学んだこと

･友達と一緒に遊ぶと楽しい

なあ

Ｏ児、Ｕ児、Ｍ児らと一緒

に木を植えて遊んだ

友達の要望

に応えたあ

との充実感

よし、ぼくが運ぼう

友達の役に立ったぞ

水が必要だという友達の言

葉を受けて、水を運んだ

友達がぼくのアイディアに

乗ってくれたぞ。うれしい

な

先生もぼくがつくっている

ものに同調してくれた。う

れしいな

友達が自分

の思いを受

け入れてく

れたうれし

き

士で桃太郎の家をつくった

桃太郎の村をつくったら、

先生も共感してくれた

Ｌ児につくっているものや

イメージを伝えた 友達と一緒

に遊ぶ楽し

き

Ｌ児<んも乗ってくれたぞ

Ｌ児、Ｕ児らと一緒に歌を

歌いながらつくり続けた やっぱり友達と一緒に遊ぶ

のは楽しいな
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○Ｉ児の育ちについて

これまでは自分の思いのままに行動したり、思いを出したりすることが多かったＩ児が、

本事例では、Ｕ児の言葉を受けて、率先して水を汲みに行った。水を持ってきた後も、○

児やＵ児の要望に応えて行動した。Ｉ児なりに何とかして仲間に入ろうと体を動かしてい

る姿が見られる。

○環境の構成について

表現会に向けての劇の練習の合間に、桃太郎の劇のメンバーでしばらく遊ぶ時間を確保

したことで、共通の桃太郎のイメージで言葉を交わしながら遊ぶ姿が見られた。桃太郎の

劇という具体的な共通体験があったことが、Ｉ児にとっては友達と同じイメージをもちや

すかったと思われる。

○教師や友達のかかわりについて

幼児らがお互いに思いを伝え合いながら楽しく遊んでいたので、その雰囲気を壊苫ない

ようなかかわりを心がけた。Ｉ児がＵ児、Ｏ児らの要望を受けて水を運んだり、反対にＵ

児とＯ児がＩ児のアイディアを受け入れて遊びを展開していったりする姿が見られたの

で、教師もそのかかわり合いをうれしく思い、共感するような声をかけた。それによりＩ
児はより張り切って遊びを続けた。

途中でＬ児が入ろうとしたときに、雰囲気を壊すような言葉を発したが、今のいい雰囲

気を壊したくないと思い、Ｌ児の見方を変えるような（全体を見ることができるような）

声をかけた。そのことで、Ｌ児も楽しい雰囲気に入ることができた。さらにＩ児の面白さ

を認めたことで、Ｉ児はより張り切り、Ｌ児もＩ児のアイディアに乗っていくことができ
た。

ただ、同じ桃太郎のイメージをもってお互いに言葉を発してはいたが、一人一人の言葉

が単発で終わってしまっていた。幼児らをつなぐ教師のかかわりが足りなかったと反省し

ている。誰かの発した言葉に対してどう思うかを教師が代わりに聞いたり引き出したりす

ることで、幼児らの意識をつなぐことができただろう。

○今後に向けて

本事例ではＩ児の相手の思いを汲み取った言動が見られた。しかし、水を運んだ後のＩ

児の発した言葉をよく見ると、お調子者的な言葉が多い。曰常でも、ご機嫌をとるような

言葉を言ってごまかしてしまうことがよくある。もっと、しっかりと相手の言葉を受けた
り、相手の気持ちを理解しようとしたりする経験が必要である。

－４７－
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＜一年を振り返って＞

（１）Ｉ児の社会的側面の「学んだこと」と育ちについて

．’児は友達との様々なトラブルを通して、相手の思いを聞いたり、自分の行動を振り

返ったりしてきた。そしてその都度「押したらいけないこと」「バカと言ってはいけ

ないこと」等を一つ一つ学んできた。また、お互いの思いを聞き合ったり、相手の気

持ちを考えたりすることを通して、「ごまかしてはいけないこと」「真剣に謝ること」

「相手を許すこと」等も学ぶことができた。

・当初、自分の思いを友達に押し付けてばかりいたＩ児だが、自分勝手ばかりをしてい

たら友達に嫌だと言われたり、許してもらえなかったり、「仲間に入れてもらえない

寂しさ」を学んだりしたことによって、相手の気持ちを考えたり、思いを受け入れた

りすることができるようになってきた。

．’児が自分の思いを押し付けたり、手を出したりする行動の裏には、友達と一緒に遊

びたい、仲間に入りたいという強い気持ちがあった。その気持ちを実現するためには

「我`慢すること」や「許すこと」も必要だということを学んできた。そのようなＩ児

の努力があったからこそ、また、教師もＩ児の気持ちを支えてきたからこそ、「友達が

味方をしてくれた心強さ」や「友達が思いを受け入れてくれたうれしさ」、「友達と一

緒に遊ぶ楽しさ」を学ぶことができたと考えている。

（２）学びを支える環境の構成と教師や友達のかかわりについて

○環境の構成について

ロープを設置したテラスは４歳児だけの空間であり、友達と一緒に遊んだり、同じ

メンバーで遊びをつくり上げたりと、自分たちで遊びをつくることができる場である。

また、マルチパネは一人では扱うことが困難な遊具であるため、つくる段階でまず

友達とのかかわりが必要になる。そして組み立てられたものには複数の友達（５人程

度、組み合わせ方を工夫すれば１０人以上も可能）が同時に上に乗ることができる。

ざらに、仕切られた独自の空間を形成するので、仲間意識を生みやすく、トラブルも

起こりやすい場となっている。仲間意識が強くなり、友達と一緒に遊びの場をつくる

ことが増えてくる４歳児にとって、マルチパネや大型積木といった大型構成遊具を自

由に使えるようにしておくことは、大切な環境であると考える。

このように、４歳児には、自分たちで場をつくったり、仲間をつくったりすること

ができる環境を用意しておくことが大切である。

○教師や友達のかかわりについて

.’児は自分の思いを押し付けることが多かったため、トラブルもよく起きた。そして

話を聞いても、ごまかすような態度やその場さえ過ぎればいいといった態度が見られ

ていた。そこで、まず、お互いの話を聞き、事実を明確にしてきた。第三者がかかわ

－４９－



っている場合は第三者の話を聞くことで、客観的に振り返ったり、事実を認めたりす

ることができた。

ざらに、自分の行為がどうだったのか、相手の気持ちはどうか等を考えさせる援助を

してきた。また、状況に応じて、切り返したり、理由を明確にしたり、時には諌めた

りしてきた。それらの教師のかかわりにより、改めて自分の行為を振り返ることがで

きたり、謝ろうとする気持ちが芽生えたりすることにつながった。

Ｉ児は、してはいけないことや相手の気持ちを理解することはできていた。しかし、

行動につながらなかったり、我慢ができなかったりすることが多かった。そこで、我

慢ができたときや相手を許せたとき等、一つ一つの行動を評価してきた。それにより、

徐々に行動も伴ってきた。その時その場で評価をしていくことが、確かな学びにつな

がると考える。

Ｉ児は様々な友達のかかわりにより、いろいろなことに気づき、学ぶことができた。

いいこともダメなことも、そのままＩ児に返してくれる友達の存在、冷静に見てくれ

る友達がＩ児にとっては大きかった。その友達に対し、自分も誠意をもって応えなけ

ればいけないという気持ちをもつことができたし、一緒に遊びたい気持ちがあるから

こそ、応えようと努力ができたと考えている。

－５０－




